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『ぺあぜっと』のテーマ別体験は、順番に沿って取り組むうちに、そのテーマについての興

味や経験・理解の幅を広げていくようにつくられています。しかし、バラバラの順番に取り

組んでも十分に知的好奇心を満たす経験ができます。順番に取り組むことよりも、お子さま

が関心をもった体験を優先的に取り組むことを心がけてください。

順番どおりに進めなくてもだいじょうぶです。A

順番どおりに取り組まなければいけないのですか？Q

幼児期は、自分でやりたいと思ったことに取り組むことをとおして、「自分で考える力」を身

につけていきます。このため、興味がないことを無理矢理やらせることは、「自分で考える力」

の芽を摘むことにもなりかねません。

『ぺあぜっと』では、年中の間に取り組んでほしい体験を厳選して掲載していますが、どうし

てもやりたがらない場合は無理強いせず、「いつかやりたくなったときにやろうね」と声をか

けてあげてください。忙しくて親子の時間が取りにくい場合には、時間があるときに、やって

みたいページから取り組むようにしてください。

全部に取り組まなくてもだいじょうぶです。A

やりたがらないページがあるときは
どうすればよいですか？Q

『ぺあぜっと』では、テーマを多角的に学び、知識を深め、深く考える姿勢を養い
ます。お子さまと一緒に『ぺあぜっと』を楽しむために、体験をしているときのお
子さまの「つぶやき」を大切に受け止めてあげてください。おうちのかたとの対
話によって、体験がより強くお子さまの心に残り、思考が深まります。

お子さまが一人で主体的に取り組んでいるときは、お子さまの自主性を尊重して、温かく見

守ってあげてください。取り組みの主役はお子さまです。口を出したり手を貸したくなる気

持ちをぐっと抑えて、お子さまのペースで一緒に楽しみましょう。お子さまが一人でできな

い部分があればサポートしてあげてください。

無理に親子で行う必要はありません。A

全部親子でやらなければいけないのですか？Q
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文字に興味をもつ時期は、お子さまによってさまざまです。まだお子さまに「読みたい」と

いう気持ちが生まれていないのに、無理に読ませてしまうと、読むことがつらくなってしま

います。文字への興味が出てくれば、自然に読めるようになるので心配はいりません。『ぺ

あぜっと』の「いっしょに よもう」では、声に出して読むと楽しい詩を紹介していきます。

詩の一部をお子さまが読む取り組みを積み重ねることで、だんだんに文字から単語へと意

味を取る力を養っていきます。

文字に興味がわくまで待ちましょう。A

ひらがながまだ読めません。Q

Q

順番どおりでなくてもかまいませんので、
季節が合うときに行ってください。

『ぺあぜっと』で紹介されている自然観察が、
住んでいる地域の季節と合いません。

『ぺあぜっと』では、南関東～静岡県の季節をもとに、少し早めと思われる時期に自然観

察の紹介をしています。自然観察は天候にも左右されますので、『ぺあぜっと』の取り組

みがお住まいの地域の季節より早い場合は取り置いていただき、季節に合ったタイミング

で行ってください。

A

屋外での取り組みに夢中になると、お子さまの注意力は散漫になります。いつも以上に自動

車などに気をつけ、できればお子さまと手をつなぎ、目を離さないようにしてください。

また自然のなかでの体験活動の際には、立ち入ってよい場所かどうかはおうちのかたがご判

断の上、帽子をかぶる・できるだけ肌を露出しない服装にする・こまめに水分補給をする・

むやみに動植物に触れないなど、活動場所や季節・天候に合わせて安全への配慮をしていた

だけますようお願いします。

お子さまから目を離さず、安全に配慮してください。A

屋外での体験の場合は、
どのようなことに注意したらよいですか？Q



はさみの持ち方

紙の切り方

『ぺあぜっと』Q＆A

4

Q

大枠を切るのはお子さま、細部を切るのはおうちのかたなど、
役割を分けて一緒に取り組んでください。

はさみやのりが上手に扱えず、
うまく工作ができません。

年中の初めは、はさみを上手に扱うのがまだ難しい時期です。焦らずに、お子さまができ

る範囲ではさみを使わせてください。

のりの適量も、工作に何度も取り組むなかで徐々につかんでいきます。最初は、出しすぎ

たり少なすぎたりする場合もあることでしょう。出しすぎた場合には、はみ出したのりを

おうちのかたが拭ってください。その際「出しすぎちゃだめでしょ」ではなく、「多すぎ

たら拭えばいいよ」といった対応方法を示すようにします。また、でんぷんのりの場合に

は、チラシの上などにあらかじめ適量を出しておくと使いやすいでしょう。

A

※曲線を切る場合は、はさみ
ではなく紙を回して切ります。

１つの穴に親指、もう１つの穴に人さし指と中指（図の1）、もしくは中指と薬
指（図の2）を入れます。

・切るときは刃を大きく開いて紙を
奥まで入れ、はさみの刃を紙に対
して垂直に立ててゆっくりと切り
ましょう。

・続けて切る場合は、刃が閉じきる
前にとめて、また開きます。これ
を繰り返して最後まで切ります。

※持つところの大きさにあわせて使いやすい持ち方で持ちましょう。

1 2

はさみの基本的な使い方
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爪は短く切っておき、髪の毛が長いお子さまは必ず束ねておきます。エプロンは自分で脱

ぎ着ができるシンプルなものを。三角巾も使用すると、衛生面で安心なだけでなく、髪の

毛に火が燃え移る危険も少なくなります。また、室内履きを履くと、落下物などから足を

守れます。ただし、転倒しないよう、足に合ったものを選びましょう。手洗いの際は、爪

や指の間もしっかりと洗うことを教えます。

A 衛生面の大切さについて、お子さまにお話ししながら整えましょう。

子どもが料理をする前の身じたくについて教えてください。Q

１人で着たり
脱いだりできる

シンプルなエプロン

足に合った
室内履き

長い髪の毛は
結ぶ

『ぺあぜっと』では、買い物・料理（食育）など、お子さまにとって「初めて」と
なる生活体験を数多く取り入れています。「自分でできた！」という実感を得や
すいのもこうした身近な家事体験。なかでも料理（食育）は、お子さまにとって
発見が多く、達成感を得やすいものです。隔月で掲載していますので、本項を
ご覧のうえお取り組みください。

「食育」が目ざすもの
「食育」とは本来、知育（頭）、徳育（心）、体育（身体）を統

合した、「生きる力」の基本として提唱されたもの。“Learning 

by doing”（体験からの学び）、それも子ども自身が主役にな

る体験をし、さらに自分の力で発見することで、子どもたち

に「自分ってすばらしい」という自尊感情が育っていきます。

手の洗い方

②石けんをよく
泡立てる

①手をぬらす ④爪の中もきれいに ⑤手首も洗う ⑥よく洗い流す
（20～ 30秒）

③指の間をていねいに洗う

手のひらどうしで 手の甲側からも
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A 安全なしつらえと、何が危険かを教えてから始めましょう。

子どもが料理する際の注意点はありますか？Q

立つ位置は「まな板のまん中とおへそが同じ場所になるように」と教えます。一枚のまな

板を二人で使うなど、危ないことは、子どもの前では決してやってはいけません。

□ 切るときは立つ位置に注意

「包丁のお休みの場所はここね」と声をかけ、まな板の向こう側に、刃を自分と反対側に

向けて置くことを習慣づけましょう。

□ 包丁の置き方は徹底させて

まずは、鍋の熱くなる部分がどこかを確認し、そこに触ってはいけないこと、持つ必要が

あるときには鍋つかみを使うことを教えます。鍋の置き方は、コンロの中央に、取っ手が

前にはみ出さないよう必ず斜め向こうに向けること。また、蒸気が熱いものだということ

も教え、蓋は「だれもいないほうに向けながら開けようね」と声かけをします。

□ 鍋の置き方、蓋の開け方も教えよう

作業台の場合、切るときはひじが「く」の字に曲げられるくらいがちょうどよい高さ。火

を使うときは、まっすぐ伸ばした指先が作業台につくくらいが目安。それぞれに合った踏

み台を用意しましょう。

□ 作業場所に合わせた踏み台を

グラグラしない台

ま
な
板
の
下
に

す
べ
り
止
め
シ
ー
ト

ガスレンジに 　
指をまっすぐにして
つくくらいの高さ

火を使うとき切るとき

ひ
じ
が「
く
」の
字
に

な
る
く
ら
い
の
高
さ

包
丁
の
置
き
方

蒸気の
にがし方
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基本的には、子どもの手に合った道具を選びます。まず揃えたいのは危険が伴う３点（イ

ラスト参照）。特に包丁はよく切れることが最低条件です。よく切れるとよけいな力が入

らないので、手を切ってしまっても大きなケガにならず、傷が残りにくくなります。包丁

は、刃の長さが子どもの拳二つ分程度で、重心が前にあり、刃が平らな部分が長く、しっ

かりしたものを選びます。出刃包丁代わりに、キッチンばさみがあるとよいでしょう。子

どもの使う危険なものだからこそ、デザイン重視ではなく子どもの手に合ったものを選び

ましょう。

A 以下の点を参考にご用意いただくとよいでしょう。

子ども用の包丁などは、あったほうがよいですか？Q

●刃が大きく
　開くもの

●キッチンばさみ●ピーラー●包丁

●刃がクルクル
　動いて素材に
　よりそうもの

●よく切れるもの
●刃の長さは
　子どものこぶし
　2つぶん

火や熱いものを子どもに扱わせるのが心配です。Q

火や熱いものは、確かにケガや事故につながる可能性があるものです。しかし、だからと

いってそれらをずっと遠ざけていては、安全な扱い方を覚えることができません。

キッチンでは、ふざけたり、目についたものに不用意に触れたりしないことをまず約束し

ます。そして、「お母さんやお父さんが『止まって』っ

て言ったら止まるってお約束してね。それができたら

お料理を始められるよ」と最初に伝えておきましょう。

折を見て、キッチンには熱い部分（鍋やコンロまわり、

ポットや炊飯器の蒸気が出る部分）や、切れるもの・

けがにつながるもの（包丁、串など）があるのだと教

えることも必要です。器具の働きや、なぜ危ないのか

をきちんと説明しておきましょう。

A キッチンには、火や熱いものがあるということからまず教えましょう。

さわらないで！

ちゃんと
ついたかな

ちゃんと
消えたかな

ボッ

※『ぺあぜっと』年中では、6月号「しましまきゅうり」、12 月号「ポテトサラダ」でこれらの道具を使
用予定です。
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包丁は危険、そう思っているかたも多いようですが、最初に、何が危ないかをしっかり教え、

そのあとで「こうすれば上手に使えるね」「がんばってね」と励ましながら包丁を渡すと、

子どもは信頼に応えようと、真剣に包丁を使うものです。大人はつい手を出してしまいが

ちですが、どのくらいの力で、どれくらいの角度で刃を入れたらよいかは、自分の体で覚

えなければ身につかないのです。最初にしっかり教えたら、あとはぐっと我慢。使いこな

せるようになったとき、いちばん達成感があるのも包丁なのです。

A 最初にきちんと教え、あとは信頼して任せることです。

包丁を使わせるのは危ないのでは？Q

洗うとき

　　包丁を前に押し出す
ようにすると切りやすい

コツ1

押さえられないほど
短いもの・堅いものは
　　　  包丁の背を
　　　  押さえて切る

コツ2
みじん切りにするときは
指がすべらないように
包丁の背をしっかり持つ

コツ3

刃に切ったものが
くっついたときは刃先に

ふれないよう背のほうから押す

指をピンと
のばして！

ト
ント

ン

刃先には
絶対さわらない

お約束！
コツをおぼえたら
切るのって楽しい！

しっかりと
柄を持つ

押さえる手は
「ネコの手」

親指が前に
出ないように

包丁を洗うときも、刃を
向こうにして流しの底に
つけ、背から刃の方向に
スポンジで洗う

十分に注意していても、手を切ったりやけどをしたりすることはないとはいえません。そ

んなとき、子どもは何がいけなかったか、自分でよくわかっているものです。それなのに、

「ダメね」「だから言ったでしょ」といったことばをかけてしまったら、傷口に塩を塗るよ

うなもの。「もうやりたくない」という気持ちになってしまうかもしれません。おうちの

かたが驚いたり大声を出したりすると、お子さまも焦ってしまいます。「血を止めて、ば

んそうこうを貼るんだよ」、やけどなら「水でよく冷やすといいんだよ」と、冷静かつ客

観的な反応を。切り傷くらいなら、防水タイプのばんそうこうを貼って、作業に復帰させ

てあげてください。

A ショックなのは子ども。失敗から立ち直ることばかけを。

もしもケガをしてしまったらどうすればよいですか？Q

食育編
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ホントだ！切れた～

包丁を押したり
引いたりすると
どうかな？

お肉は
切れるかな？

押さえる手は
ネコの手ね

単に「こうしなさい」と言われるよりも、「こうしたらどうなるかな」と言われるほうが、

すんなり受け入れられます。「左手は猫の手だよ」「平らなところを下にして切るとグラグ

ラしないね」というように、子どもにもわかりやすいことばで的確にサポートすれば、手

を貸さなくてもちゃんとできるものです。

A 説明はわかりやすい表現で伝えましょう。

料理中の声かけのしかたなど教えてください。Q

子どもだけではなく初心者は皆、作業する動作が遅いものです。おうちのかたは、子ども

が自分で上手なやり方を見つけるまで、見守ることが大切です。後ろから子どもの手を持っ

てさせるのは、逆に危険です。どうしても教えたい場合は一度だけ、子どもに断ってから

一緒に切るようにしましょう。あとは切りやすいように材料の端のほうを持って固定した

り回したりと、子どもが作業しやすいようにサポートしてあげてください。主役は子ども

です。

A おうちのかたの余裕のあるときに取り組みましょう。

料理を子どもにやらせると、
遅くてイライラしてしまいます。Q

体調が悪かったり、全く興味がなかったり、嫌な記憶がよみがえってしまったりと、子ど

もには子どもなりの理由があるもの。やらせたいことではなくやりたいこと、できそうな

ことを探してみましょう。すべての作業をするのが面倒なのかもしれません。皮をむくだ

けといったちょっとしたお手伝いから入ってみてもよいでしょう。

A 無理にやらせる必要はありません。

料理をやりたがらないときは、どうすればよいですか？Q

食育編
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こっちが
キャベツ？

はかるのもおもしろいよ！
レタス キャベツ

? ?

□ 買い物や計量も、親子一緒に
調理前の食材の姿を見たことがない、という
子どもが増えています。お子さまと一緒に『ぺ
あぜっと』を読んで、それぞれ、材料や手順
を把握したら、買い物や計量も、なるべくお
子さまと一緒に行いましょう。特に買い物は
一種のフィールドワーク。食材の名前、元の
姿、鮮度の違いなどをお子さまが学ぶ、よい
機会になります。

小さな手に
小さなスポンジ！

□ 後片づけにも挑戦させて
料理ができたら、できれば後片づけも経験し
てほしいもの。スポンジを半分の大きさに切
ると子どもにも使いやすい大きさになりま
す。水でぬらして洗剤を泡だててから洗うこ
とを教えておきま
しょう。

なんの 
だしかな ?

□ 本物を味わう体験を

インスタントの調味料や、濃い味付けに慣れてしまうと、微
妙な味の違いを感じる力が失われていってしまいます。味覚
が育つ子どものうちにこそ、本物の味を知る体験をたくさん
しておきたいものです。

□ 道具の工夫で危険を回避
危ないからといってやらせなければ、危険を
避ける力は身につきません。たとえば丸いも
のの皮をむくときなど、ことばで「気をつけて」
といっても回避できそうにない場合には、軍
手をはめて作業するのも 1 つの手。大人が知
恵を絞ること
で、しなくて
もよい失敗は
避けることが
できます。

野菜を洗うだけ、下ごしらえするだけ……という簡単なお手伝いだけ子どもにさせて、切ったり炒め
たりといった、子どもがいちばんやってみたいことを大人がやってしまっては、料理ができあがって
も子どもはちっともうれしくありません。「大人がやっている難しそうなことが、自分にもできた！」
という自信がもてたとき、子どもたちは目をキラキラさせ始めるのです。「子どもが主役」であるこ
とを常に頭において、サポートしていきましょう。

お子さまに丸ごとの体験を　～おうちのかたの心がまえ～
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「問題」と「解答」という形式自体に慣れていない段階で、文字を正確に読んで、自分が

何をすればよいかを理解し、解答を紙面上にアウトプットするのは、とても難しいことで

す。そのため、お子さまがとまどっている場合には、おうちのかたがまず口頭で、何をす

ればよいかを示すようにしましょう。何度も繰り返し取り組んでいくことで徐々に慣れ、

一人で取り組める部分が少しずつ増えていきます。

A 何をすればよいかを示してあげましょう。

一人では、問題が理解できないようです。Q

なぞり書きはしたがらなくても、白い紙には字を書こうとする意欲があるのならば、無理

になぞり書きをさせる必要はありません。白い紙に自由に書かせてあげてください。まだ

文字に興味がないお子さまの場合、ひらがなを書く問題も、まずは読みの問題としてご活

用いただき、興味が出た時点でなぞり書きに挑戦してください。

A 無理にやらせる必要はありません。

なぞり書きをしたがりません。Q

年長や小学１年生になると、徐々に学習習慣をつけることが大切になっていきます。ワー

ク教材は毎日 1 ～ 2 回、月に 46 回分としてお届けしているので、可能であれば毎日少し

ずつ勉強する習慣をつけてみましょう。ただし、年中の段階で決められた量だけを学習す

るのは難しいのも事実です。集中して取り組めるようであればやりたいだけやらせてあげ

ても問題ありません。

A 「やりたい」という気持ちを大切にしてあげてください。

一気にやりたがり、すぐに終わってしまいます。Q

『かんがえるちからワーク』Q＆A

『かんがえるちからワーク』は幼児の発達段階を考慮してカリキュラムを設定し
ていますが、発達度合いの個人差が大きい時期のため、お子さまがやりたがら
ない場合は無理強いせず、お子さまが興味をもつタイミングを待ちましょう。「問
題を解くって楽しい！」と感じる経験を積み重ねることが大切です。



12

年中の段階では、まだ手首や指の力も弱く、筆記具をコントロールするのも大変です。その

ような時期に正しい図形をかくのはとても難しいことです。初めは、筆記具（ペン、クレヨ

ン、太い鉛筆など）を自分で思いどおりに動かせるように、うずまき、らせんなどの形をか

く練習から始めてみましょう。思いどおりに筆記具をコントロールできるようになると、徐々

に図形もかけるようになります。

徐々にかけるようになるので、気長に待ちましょう。A

○や△、□などの図形を上手にかけません。Q

文字に興味をもつ時期、数字に興味をもつ時期はお子さまによってさまざまです。数字へ

の興味が文字のあとになるお子さまも少なくありません。『かんがえるちからワーク』年

中では、年間をとおしてじっくりと数字の書き方を身につける課題を提供し、お子さまの

数字への興味を引き出していきます。

ひらがな同様、数字に興味が出てくるまで待ちましょう。A

数字が書けません。Q

Q

文字に親しむ機会を増やしていくと、
だんだんに、文字→単語→文と意味が取れるようになります。

文字の拾い読みはできるが、
文の意味を理解するのは難しいようです。

文字を覚えたての時期は、「読む」ことに全エネルギーを使っています。ですから「読ん

で理解する」のは、大変なことなのです。お子さまが文章を読んだあとに、おうちのかた

から「この線をなぞるんだね」などと、文意を簡単にまとめて伝えるとよいでしょう。

A

『かんがえるちからワーク』Q＆A



2

3

1　 おうちのかたが、実際に「い」を書いて 
鉛筆の動かし方を見せてあげてください。�  
▲運筆を視覚的に確認します。

　 うすい文字の「い」をお子さまがなぞります。 
▲運筆の練習です。

 　「いす」の「い」を見ながら、下の「いえ」の 
「い」をお子さまが自分で書いてみます。�  
▲字形を注意深く見させるための取り組みです。

「書き」の学習の進め方

13

『かんがえるちからワーク』の 4 ～ 10 月号では、別冊の『ひらがなだいすきワーク』と連

動して、毎月 8 文字程度のひらがなの「書き」の学習をしていきます。以下のような手順

で文字の練習をしてみましょう。

A 年中の『かんがえるちからワーク』では、
ひらがなの「書き」を重点的に学習します。

ひらがなの学習の進め方が気になります。Q

例：4～10月号の書きの問題

『かんがえるちからワーク』4 月号

別冊 『ひらがなだいすきワーク』

※年中 4～ 10 月号をご受講の場合に、該当月のものを教材に同封してお届けします。
※ 4～ 10 月号までの計７冊、合計 88 ページ＋シールつきの大ボリュームです。

『かんがえるちからワーク』 
4 ～ 10 月号と並行して進め
られる、ひらがなの学習に特
化したワーク。10 月までの
7 冊で、ひらがなの清音と濁
音・半濁音をすべて取り上げ
ます。ぜひこちらもご活用し
てください。

机上の問題ばかりを与えすぎると、実感を伴った学びが得にくくなります。さらに学びを

深めたい場合は、『かんがえるちからワーク』にある自然や論理分野の問題を実際にやっ

てみるなど、「知識と実体験を結びつける取り組み」をするとよいでしょう。

A 取り組まなくてだいじょうぶです。

ほかにも市販のドリルをやらせたほうがよいですか？Q

『かんがえるちからワーク』Q＆A
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お子さまが何の絵をかくか迷っている場合は、おうちのかたから「◯◯したところをかく

のはどうかな」などと提案したり、「ぺあぜっとシート」の「取り組みのヒント」を参考

にしたりしながら、お子さまとおうちのかたと一緒に考えてもよいですね。

A 絵をかく前に、テーマにそってお話ししてみましょう。

ぺあぜっとシート

何を絵にかけばよいのか迷ってしまいます。Q

1カ月の学習のしめくくりとして、提出課題に取り組みます。提出後は、担任
指導者が解答に合わせ、お子さま向けコメント・おうちの方向けアドバイスの
両方を添えてお返しします。「できた！」という達成感が学習意欲を支え、表現
することへの自信につなげます。

ワークシートぺあぜっとシート

『ぺあぜっと』や『かんがえるちからワーク』が
終わらず、提出課題に取り組めません。Q

「ぺあぜっとシート」は、『ぺあぜっと』での学びに関連してはいるものの、取り組めてい

なくても提出できるテーマ設定としています。「ワークシート」も、その月の『かんがえ

るちからワーク』で学んだことの振り返りができる出題となっていますが、必ずしも全部

終わってから取り組まなくてはいけないものではありません。いずれも、お子さまの気分

がのっているときに先に課題に取り組んで提出いただき、その後に教材に取り組む形でも

問題ありません。

A 終わっていなくても取り組んで OK です。

むしろ、それだけかきたいものがしぼりこめていることをほめてあげてください。ほかの

ものをかくように言うよりも、なぜそれをかいたのかを聞いてみたり、そのものについて

詳しく話をしたりすることで、より丁寧にかきこめるようになるでしょう。

A こだわりをもってものをかくというのは、
この時期のお子さまにとって自然なことです。

ぺあぜっとシート

テーマに関するものを、
1 つだけかいて終わらせてしまいます。Q

「ぺあぜっとシート」「ワークシート」Q＆A
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「ぺあぜっとシート」で大切なことは、上手に絵をかくことではなく、お子さまなりの考

えを表現することです。つまり、体験についてかく・話すという行為とそのときの思考で

す。絵をかくのが苦手なお子さまは、上手にかかなくてはいけないと思っていることが多

いようです。お子さまには、上手な絵をかくことが求められているのではなく、考えたこ

とや印象に残っていることを絵にすればよいことを伝えてください。

苦手意識がある場合は、お子さまが絵をかいたときに絵のよいところを見つけてほめてあ

げてください。自分の絵を肯定的に受け止めてもらえると自信がつき、お子さまが安心し

て表現できるようになります。

もし、お子さまが「ぺあぜっとシート」に絵をどうしてもかきたがらない場合は、無理に

かかせる必要はありません。おうちのかたが、「お話しした内容」欄に会話内容をできる

だけ詳しくご記入いただき、ご提出ください。ご記入いただいた内容にそってお返事を作

成し、お返しします。

A 上手な絵をかく必要はありません。よいところをほめることで 
安心して表現できるようになります。

ぺあぜっとシート

絵をかくのが苦手です。Q

一見雑に見えたとしても、お子さまなりに考えて表現しようとしているのであれば、全く

問題はありません。

A 丁寧にかくように注意するよりも、
お子さまががんばって表現したことをほめてあげましょう。

ぺあぜっとシート

絵が雑になってしまいます。Q

発達段階からいうと、まだ色よりは形に対する関心のほうが強いため、形がかければそれ

で十分です。今は、お子さまが自分から色を使うようになるまで、お子さまの心の中に体

験で感じとった色彩の引き出しがたくさんできるように手助けをしてあげてください。

たとえば、ふだんの生活のなかや、『ぺあぜっと』で体験をしているときに、色に関心を

向けるきっかけづくりをしていくとよいでしょう。「パンジーがきれいに咲いているよ。

このパンジーは何色？　赤だけかな？」「真ん中はきれいな黄色だよ」など親子で色につ

いて話し合う機会をつくったり、おうちのかたが感じた色彩の美しさをお子さまに伝えた

りすると、しだいに色へも関心を向けるようになります。

A 必ずしも色を塗る必要はありません。

ぺあぜっとシート

色を使いたがりません。Q

「ぺあぜっとシート」「ワークシート」Q＆A
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ワークシートぺあぜっとシート

お返事が郵送されました。
親子で見直したほうがよいですか？Q

お子さまにとっては、自分の取り組みを振り返るきっかけとなります。おうちのかた向け

にも、お子さまのがんばったところや、今後の学びに関するアドバイス、サポート方法を

お伝えしていますので、ぜひ親子でご確認いただき、お子さまの成長と学びの成果を実感

してください。

A ぜひ親子で一緒にご確認ください。

幼児期のお子さまにとっては楽しく取り組めることが重要ですので、やりたがらない場合

は無理に取り組ませず、お子さまが興味をもつタイミングを待ちましょう。時間や時期、

環境を変えて取り組みを促してみると、気分が変わって取り組み始めることもあります。

また、「ぺあぜっとシート」と「ワークシート」の提出のタイミングを合わせる必要はあ

りません。提出課題に取り組み、学びを深めることが大切ですので、まとめて提出しよう

と気負わず、できたものからご提出ください。

A 気持ちが乗らないときは、
無理に取り組みを促さなくてもだいじょうぶです。

ワークシートぺあぜっとシート

提出課題に片方しか取り組みたがりません。Q

お子さまの取り組み状況に応じて、問題を言いかえたり、ヒントを出したり、問題文の読

み上げを手伝ったりしていただけると、お子さまは安心して取り組むことができます。　

「ワークシート」では、答えが 1 つに定まらない問題も出題しています。おうちのかたの

気持ちとしては「解答として不足しているのでは」「質問の答えになっていないのでは」

と不安を感じる場面もあるかもしれませんが、お子さまなりの解答を表現することがねら

いですので、お子さまの発言や解答を尊重し、見守っていただければと思います。

A お子さまがとまどっている様子のときは、
おうちのかたがフォローいただいてかまいません。

ワークシート

子どもが一人で解けないとき、
親がヒントを出したり手伝ったりしてもよいですか？Q

「ぺあぜっとシート」「ワークシート」Q＆A
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ワークシートぺあぜっとシート

時間がなかなか取れず、提出課題を提出できません。Q

提出目標日を過ぎても、添削有効期限内に Z 会に届くようにご提出いただければ、お返

事を郵送でお返ししますので、お時間のあるときに取り組んでご提出ください。添削有効

期限は各「ぺあぜっとシート」「ワークシート」の表紙に記載されています。

A 添削有効期限内にご提出いただければ大丈夫です。

※�添削有効期限は「受講月を 1カ月目として、10 カ月目の月末（例：4月号の場合は、翌年 1月 31 日）」です。
※�提出は「Ｚ会答案撮影アプリ（iOS 版）」から行います。iOS 以外の端末をお使いの場合は、「Ｚ会答案
提出アプリ」をご利用ください。詳しくは、「ぺあぜっとシート」「ワークシート」の裏表紙をご覧く
ださい。

4月30日までにご提出ください。
※この日は提出目標日です。この日を過ぎても、

●●●●年1月31日（Z会必着）まで提出可能です。

有効期限

提出目標日

※�デザイン・表記は変更する場合があります。

「ぺあぜっとシート」「ワークシート」Q＆A
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おとでたのしむ えいごパーク

教材で英語を「読む」「書く」ことはしないのですか？Q

音の聞き分けに優れ、ことばをどんどん吸収していく幼児期は、英語を読んだり書いたり

することよりも、英語を聞いて声に出すことが大切です。小学校の英語の授業でも、「聞く」

「話す」という活動が中心になります。また、初め

からお手本とそっくりの発音で言えなくても、無

理に訂正する必要はありません。英語を言えたこ

とをほめてあげましょう。楽しく英語にふれるこ

とが、英語学習への意欲につながります。

A 「聞く」「話す」に焦点を当てています。

デジタル教材Q＆A

英語にふれることは、お子さまの興味を広げ、世界に目を向ける機会に。日本
語とは異なるリズムやアクセントをもつことばがあることを知り、「英語は楽し
い！」という気持ちを育てていきます。

デジタル教材の取り組み方
デジタル教材「おとでたのしむ えいごパーク」は、スマートフォンなどで保護者向けサイト「my Ｚ（マイゼッ

ト）」の「学習コンテンツ」からお取り組みください（前月 25 日頃配信）。my Z のログインはこちらから。

1 「my Z（マイゼット）」の 
「学習コンテンツ」を選ぶ。 2 「学習コンテンツ」より 

デジタル教材に取り組む。

※�利用環境については、こちらにてご確認ください。

https://service.zkai.co.jp/member/guide/el/kyotsu/settei/index.html
https://www.zkai.co.jp/pre/requirements/
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大切に使う
家族で共用の機器を使うことも多いと思います。落としたり乱暴に扱わない、水をかけな

いなど、壊さずに大切に使う方法を確認するとよいでしょう。

安全に使う
デジタル機器にはさまざまな機能があり、使い方を誤るとお子さまやご家族に危険や被害

が及ぶことがあります。「使ってもよい条件（おうちのかたがいるときだけ、など）」「使っ

てもよい機能やアプリ」「してもよいこと・してはいけないこと」といったことを最初に

伝えておきましょう。

長時間使わない
幼児期は生活リズムを作る時期であり、自律性を養う時期でもあります。また、デジタル

機器の画面を長時間見続けることは、視力など健康面にも影響があるといわれています。

デジタル機器に夢中になって、長時間利用しすぎないように、使ってもよいタイミングや

時間を決めておくとよいでしょう。

スマートフォン・タブレットを上手に使うためには、
どうしたらよいですか？Q

お子さまとスマートフォンやタブレットの使い方を確認し、使ううえでの約束事を決めて

おくことが大切です。以下のような観点に留意しながら、お子さまやご家庭の事情を鑑み

て、決めるとよいでしょう。

A お子さま本人と約束をしましょう。

デジタル教材Q＆A

・�使用時間を決めて、タイマーを使って

時間を管理する。

・�始める前に「◯◯をやったら終わりね」

と終わりのタイミングを決める。

・�動画視聴は１回につき◯本まで、と本

数を決める。

長時間使いすぎないための約束
・明るい場所で使う。

・休憩時間を決める。

・�目に画面が近づきすぎないように、椅

子に座って姿勢をよくして見るように

する。

目の健康を守るための約束

・食事中は使わない。

・�お風呂などやるべきことが終わったあと

に使う。

・曜日や時間帯を決める。

生活リズムを守るための約束
・�機器にロックをかけて、保護者が一緒

にいるときだけ使えるようにする。

・�知らないボタンや画面が出てきたら触ら

ず、必ず保護者に知らせるように伝える。

安全に使用するための約束

【ご家庭での約束例】
幼児コース会員のみなさまがご家庭で約束されている内容をご紹介します。

これらの例を参考に、ご家族で「我が家の約束」をぜひ考えてみてください。


